
八戸の資料からみた初動の押し

引き分布と P波走時について*

山本復太郎材

* 1 まえがき
気象庁地震課の提案に主る「地震予知のための、予備調

査」の目的に沿うものと Lて，八戸では草薙，石橋の調

査がある.本調査は，その補促としで，気象庁で示'した

調査要領1)にもとづ、いて行ったものであり， 一応め結果

1がまとまったので報告する.

{i 2. 初動の押し引き分布について f

このことについては，.有感地震について草薙，石橋が

調査Lでいる3) 今回は無感地震も含めてもっと資料を

多くし，震源の位置によって，八戸の4初動の押し引きが

どのようにあらわれるか，また記象型との関係がどのよ

うになるかを調べたものであるl

1. 資料 i 

昭和 12年から昭和 34，年まマの 23年間に，当所で

記録した地震の中から，次の条件にかなったものを使用

した.

( a) 初動の立ち上りが，.pまたは Z"Pであるもり

(b) 一つの地震について，水平二成分か，上下一成

分の初動の方向，振幅がわかるもの

(c) 震源のはっきりしているもの(緯度，経度，深

さ〉

2. 初動の押し引きの平面的分布←

上記の資料により，八戸における初動の押し引き分布

を平面的にあらわしたのが第1図である

図の・印は押し， 0印は引きで"巌.ttは震源の深さ
が 100km以上のものである.なお押し引きの数は，.

=172， 0='177，額=11，):(=4である

第1図を見ると，尻屋崎東方海上，三陸はるか沖およ

び福島県沖では，押しがかなりはっきりしたまとまりを

示しその他としては資料が少ないが，北海道南東海上
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第 1図 八戸における押し，引きの平面的分布

(19.37--1959) 

hく100km・・:押し 、0:引き
h~100km 巌:押し 沼:引き

ー帯， 金華山北東沖に押しのまとまりがある.すなわ

弘北海道南東海上から三陸はるか沖あいを経て，福島

県沖に至る海域は，ほとんど押しで占められていること

が注目される.次に，八戸南東沖(岩手県沖)， 八戸束

、方沖および下北半島、東方沖では引きが顕著でありh その

他としては， 浦河沖にむある程度引きがまとまってい

る.また数は少ないが，津軽海峡と秋田県男鹿半島付近

にもその傾向がある，

3. 初動の押し引きの鉛直断面分布

前項で、平面的分布の傾向が大体わかったので，次に震

源の深さから見た押し引き分布を見るため，第1図を参
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第2図 初動の押し，引きの鉛直断面の分布図(・:押し 0:引き〉
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考にし，緯度間隔を適当にとって，その断面における分ー

布状態を示したのが第2図である，

この図を見ると， 押し引きとも震源の深さが 40--80

kmの地震が最も多い.次にこの図からわかることは，

まず， 41. 80 N --4? 70 N と 1420E --143.30 E にかこ

まれる区域は.押し引きとも半々で何れとも決め難く，

浦河付近、がこれに当っている.また41.40N--41:70Nと

141.80 E --142. 50 E でかこまれた区域， すなわち尻屋

崎東方の海域は大部分が押しであり，その南の 41.30N

から 40.00N 付近までは. 引きが圧倒的に多くなりて

いるが，この図ではこの区域をさらに 41.00N --41.30 

N， 40. 90N-40. 50N， 40.4 oN--B9. 70N の三つに分

け，それぞれをーヴの単位として扱つである.なおこの

区域の震源の深さは大体 60km以下で，下北半島， 八

戸東方沖，八戸南東沖(岩手県沖〉がこれに当っている

400N以南については資料が少ないけれども， 40.10N--

39.10N と 143.20E -144.50 E でかこまれた三陸はる

か沖の海域では〉 大部分が押しであり， しかも 40-80

kmの深さの地震が多い.また 37.00N-37. 8 Nと141.5

， 0 E-142. 50 Eでかこまれた福島県沖も押しが大部分で，

60kmよりも浅い地震である.、なおこの区域のものにつ

いて，浜松の調査4) によれば，東京では引きとなってい

る.その他秋田県男鹿半島付近では，深さ 320kmに押

しのでているのが一例あるが，その他は引きで震源も極

く浅い.また北海道南東沖で 143.50，E から東では全部

押しで，震源の深さが 40-80.kmが大部分である

以上のことから，第1図と比較検討して得たのが第1

表である

第 1表 初動の押しまたは引きを示す地域とその割合

単

位

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

4. 

居世

炉と 央 地 名

!北海道浦河沖 | 
|尻屋崎東方沖 | 
|青森県下北半島|
沖

|八戸東方沖 l 
l八戸南東沖
(岩手県)

|三陸はるか沖 l 
|宮城県北部はる|
か沖

福島県沖

i津軽海峡 l 

|幕開南東沖ー|

範

。N l 。E
41日?21ω 刊
41刊 1.6/川凶41炉問 4/
41.0--41. 3 /142.0--1，43. 0 I 

40.5--40.9/四日4?7/ 

4ω0.0--ω41凶刊

3羽9.1-却 8引l凶刊
38刊 9.0 1142. 8--143. 11 

41.5-41.61140. 5-1~O. 71 

1 日2.71 14.，日45~ 1 

初動方向のかたよりについて

初動の水平成分の合成方向は，震央に対してあるかた

よりをもっと言われている.これを調べるため，八戸に

おける初動方向を震央まで平行移動して作図したのが，

第3図~第5図である.図が複雑になるので・印右かた

より， 0印左かたよりに分けて，それぞれ第3図と第4

囲

.:押し 0:引き

hkm' [-10/計 /%1
備 考

記象型
との
関係

20--1001 '7112119 '1 631 " I A: C型

ト 1001181 61 241751 .1 ~型
0--60 1 8 132 1 40 / 801同ーのものと見て l

0-80/3 1 20 1 23 1 87 / いい だ ! 

日 00181 35/43/811 '1B 型

20--80 /16/ 0， /161100lZZ笠間の群 /E
。--60 / 71 0 / 71 州222少く区分は l

…l o 1 31 3 I叶払官官IA
0-20 / 1 1， 8 1 9' /ω 

-。卜81 01… 

型

型

型

図で示し，‘初動の大きさが8μ 以上のものについて，右

かたより，左かたよりを一つの図で、示じたのが第5図で

あるが，かたよりの傾向は第5図だけでもうかがえる.

なお初動が伊の，ものを採用し， 合成した大きさは 8μ

以下 8μ-20μ，20-印μ， 50μ 以上の 4段階に合け

てある
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初動府守(水輯夕刊ベ)3f">.--，---，' 与んJ今{一一，
2Ò~óOμ ー→ soμ<.-ー」叶，

@初動方1訂M荷'1のそ正l'彦犬 印〉→、 8Y.~20f-ー→

初動炉二芝之 (7陣列分のGホ;J 20.μ~50.戸ー持 50〆ど→神

第3図 初動方向の偏り(震央に向って右偏り〉 第 4函.初動方向め偏り(震央に向って左偏、り〉

第 5図初動方向の偏り (8μ 以上〉白、
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これらの図から，読取りや作図土の誤差を考慮して平

均的な傾向を見ると"一見ノ'>.ラパラなように見える中に

も，ある程度のまとまりのあることが知られる.すなわ

ち，右かたよりは尻屋崎東方海上から北に多く，またA

戸から南東にのひ、る線上の三陸沖にも多い.一方左かたー

よりは八戸北東方に顕著である.これらのことから，尻

屋崎東方海上の右かたよりと，八戸北東方海上の左かた

よりとの聞には北東にのびる境界があことがうかがわれ

る.このことは草薙・石橋の調査3) ですでに知られてい

る.

5. 地震記象型との対応

初動の押し引きと，地震記象型3)を対応させると， 尻

屋崎東方沖 (C型)押し，北海道南東沖 (D型)押し，

八戸南東沖(岩手県沖)(B型〉引き，三陸はるか沖 (E

型〉引きのー傾向があり .A型については対応がはっきり

しない.

区

分

地域記号と地域名

名

区

域

域

-也
'
1
E
J
 

地図

• O 
① 

8 

4‘ 
圃

第2表

第 6

A 

B 

6. まとめ

以上を総合すると次のようになる.

ア〉 八戸における初動の押じ引き分布からは， 地震

の震源域を次のように分けることができる J 割合はっき

りしているのは，三陸はるか沖，尻屋崎東方沖お主び福

島県沖では押し，その他としでは資料が少ないが，北海

'道南東沖でも全体が押しになっているのが注目される.

また八戸南東沖と八戸北東沖から東方沖では引きで，秋

田県男鹿付近と津軽海峡もその傾向があ，るh

イ〉 初動方向のかたよりは， 八戸から北東および南

東にのびるかたよりの境界がある.

ウ)記象型と押し引きを対照させると. C~ D 型は'

-押し， B， E型は引きであるが， A'型についてははっき

りしない.

乙2‘D 

E 

F 

口

時からのかたよりを調べて見た.

2. 地震活動域単位

第6図は地震記象型の分類，初動の押し引き分布を参

考にじて地震発生域を区分したも，めであるが，地域区分

を表わす記号は第2表で示しである.この図の中で D

地域とC地域およびF地域の南側では境界がはっきりし

ないようである.

Q
d
 

G 

P波走時について

八戸におけ石 P の発現時の標準走時曲線(和達・益

ー田)からのかたよりが，地域的にどρような傾向を示す

かを調べ これから地下構造左推定しようとこころみ

fこ.

1. 資料と調査の方法

使用した資料は，.1953年から 1961年までの 9カ年

間で，調査要領に忌されているように，初動の立ち上り

がPまたは iPで観測され， しかも八戸を中心にして半

1径 500km以内におこり，震源の深さが 80km以浅の

地震である.このような条件にかなったものは 202個あ

り，iPは 150個 p が 72個とな、っている. これら

202個についてそれぞれ走時と震央距離を求め，標準走

~ 3. 
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3. 走時図

震源の深さー(h)を，O<h三三20，20くh豆30，30くh三二

40， 40くh豆50，50くh豆60，60くh三70，.70くh;;:;;80km

に分けて，P波走時と震央距離の関係をプロッとして，

比較のために標準走時曲線を書き入れたのが，第7図か

ら第20図である.この図で，第7図から第13図までは

iPCOFP)とP (・印〉では標準走時曲線からのかたよ

りがどのような傾向にあるかを示したものであり?第14

図から第 20図では前記の地域区分の記号を用いて図示

することにより，標準走時曲線からのかたよりが，地域

的にどのようにな傾向にあるかを示したものである

ξ空君。
ぷエζ験54 

10κ例

o 0 

40くh豆50km

. 
• 0"':: 

第 11図 50くh豆60km

。。

第 10図

~旨主ぺrP

o' ペプ
〆eメ弘

01.~ 

，s" 
7' 

/0 

~P 

/'0 

ー売り

IP 

斗」よJ斗上.J-Llム」

第7図 O<h豆20km

今|

JP 

30 

-/JD 

ノ，."
戸初

10 

メκ
701 

to 

LLl1 I I I I I I I I I 
JPp ，Upp JOd 

m
 

k
 
nり
可
4く一一

あ川く

明

nu

u

f

F

O

 

A
 

m

図nL
 

噌
，
ム第

ーの刀

1 I I 1 1"1 I I 1LLl 
jpp ;"九日

Aκ例

第8図 20<h三三30km

050 

;ld 

M 

Jo 

;s.c 
70 

3&5.114 

-FO
 

。/・

0_  。

.1也

"7' 

Jp 

10 

;，. 

;，0'-' 

0;../イ

γ
.
 

oO 

$0 

40 

Aμ，‘ 

70くh豆80km第 13図、

nu 
n
4
 

l~' 

"ド.
30くh三五40km第9図



55 

60〆~

八戸の資料からみた初動の押し引き分布とP波走時について一一山本・野田

s"I 

L 片岡酎沖

斗 《 ポタ
ト d ザ /戸川

必卜 μd 副

ノ。τ…1'1 I 1 1 I 1 I 1 1 1~ 

ム
/ 

':/t 

.~ 

J“ 7p 

J判

N1 

.1 

50<h~60kÌll 

yノZ

Ll  
伺 Mo

第四図

F
M
戸

、

山

;'0 

0くh豆20km第 14図

ι
F
F
 

iρ 

ん1_1で」~M

80ι 

口
主
治
卓

4

第四図。 60<h豆70km

刀

v
?津

20<h'::;30kri1 第 15図

ベ%

JO 

40 

td 

'Jd 

1 1 1 11 ム~リ」ム.:..LU--1 1 1 1 I 1 I 1 1 r 
，
 
P
 

I
l
i
a
v
 一J

-aw 

l--』
d

，
-
d
 
L

m

 

.1」

L
K
U

↑

A
V
 

i

4

 

1
L仰
ぐ
一
一

L

r

h

 

L

<

 

一

旧

日

υ

i

t

Q

d

 

一。p 
u
q
 

';'d 

ノ。

4. 考察

これちの図から次のようなことがわかった.

ア) 第 7図から第 13図では特筆するようなことが

見当らないが， 全般的に見て立ち上りが P であるもの

は標準走時からのずれが目立ち iPは比較的標準走時

にのっている

イ) A地域では深さが 60km以上になると標準走時

からずれてくるが， 60km以下になると大体標準走時に

のっている，

ワ) B地域では 30<h正40kmで震央距離が 100-

140km'において， 標準走時より早目にでる傾向がある

70<h亘80km第 20図
第 16図
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が，その他はよくのっている.

エ) C地域では深さが 30-50kmの間では，標準走

時にのらずぱらつく傾向がある.A地域と C地域の中間

は，記象型分布や初動ミの押し引き分布から見ても一つの

まとまった地域とみなされるので C'地域として扱っ

たが，こふでは大体標準走時伝のっているようである.

オ) D地域では標準走時にのらずぱらつく傾向があ

る.

カ) E地域は各深さに豆り標準走時より早くでる傾

向がある.

キ) F地域では Oくh三三20kmと 601ui1以上では標

準走時より早目にでる傾向にあるが，その中間では目立

つようなずれがない・~

ク〉 その他として， 福島県沖から鹿島灘にかけては

70くh豆80kmの所で，標準走時より早自にでる傾向が，

あるが，資料が少ないので明らかでない.

5. まとめ

以上のことからおよそ次のように推定される.すなわ

ち，三陸沖では各層に豆り標準走時より早自にでる.傾向

があり，また深さ 60kinの層におU¥て， 三陸沖から金

華山沖を通り福島県沖に至る地域もその傾向がある.さ

らに 30<h正40kri1層では，岩手県沖から三陸沖にかけ

て標準走時より早くでる傾向が目立ち，これより北の方

では一般に標準走時にのっていると言えよう

~ 4. むすび-

以上が八戸の資料をもとにして得られた調査である.

単に統計的な結果をならべただけのものになったが，な

んらかのお役に立てば幸いである.
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